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認定NPO法人ロシナンテス
発行

〒802-0082
北九州市小倉北区古船場町1-35
北九州市立商工貿易会館 7F

TEL：093-521-6470
E-Mail：info@rocinantes.org

《第32号》

特定非営利活動法人ロシナンテス

ロシナンテスのスタッフを
応援します!!

日常の事業活動の利益を
NPO活動の篤志へ繋げたい

株式会社 ブランドリーネ
代表取締役 青山晃一

〒276-0046
千葉県八千代市大和田新田355-16-103

TEL:047-450-5720
yachiyo@e-daikoku.com

https://shop.e-daikoku.com/info/spot/detail?code=0000000239

時計宝飾・古物売買

ロシナンテス応援企業

　私たちＮＰＯ法人ロシナンテスの
名前は、小説「ドンキホーテ」に出てくる
ドンキホーテが乗る痩せ馬のロシナ
ンテに由来しています。「私たち一人
一人は痩せ馬ロシナンテのように無
力かもしれないが、ロシナンテが集ま
り、ロシナンテスになれば、きっと何
かできるはずだ！」と考え、「ロシナン
テス」と名付けました。
　今後もこれを信念として一歩一歩
進んでいきたいと考えておりますので、
皆さまのご支援をよろしくお願い致します。

　ザンビア駐在員の田中です。日本
ではあまり報道されていませんが、
昨年7月から始まった世界規模のエ
ルニーニョ現象の影響で、南部アフ
リカでは深刻な雨不足と食糧危機
が起きています。今年の2月29日に
は、ザンビア政府が非常事態宣言を
出しており、4月時点で660万人に支
援が必要と報告されています。

　干ばつの影響は首都ルサカも例外
ではありません。雨不足による停電
が続いています。計画停電が続いて
おり、9月には2日に1回3時間程度し
か電気がないこともありました。

　電気コンロをガスに代える、冷蔵
庫が使えないため食料を少しずつ
買うなど生活スタイルを変えまし
た。家に帰っても電気がないため、
パソコンや携帯の充電には気を遣
います。もうすぐ雨季がやってきま
すが、今年こそは大量の雨が降るこ
とを願うばかりです。

事 務 局 だ よ り

内科・外科・消化器内科・緩和ケア内科

岩本クリニック
医療法人 明気会

北九州市小倉南区中貫一丁目20-50
TEL 093-472-1281
FAX 093-472-6712

理事長　岩本拓也

遺贈寄付パンフレットが
新しくなります

切手やはがきのご寄付を
ありがとうございました

「いつも気にかけています」スーダンの人々へのメッセージ

　
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は
、２
０
２
１
年
に
ザ
ン

ビ
ア
の
中
央
州
チ
サ
ン
バ
郡
ム
ワ
プ
ラ
地

域
に
１
棟
目
の
マ
ザ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
を
建

設
し
ま
し
た
。こ
の
建
設
後
、施
設
で
の

分
娩
率
が
大
き
く
改
善
さ
れ
地
域
に
よ

い
影
響
を
生
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、チ
サ
ン

バ
郡
の
別
の
地
域
で
新
た
な
マ
ザ
ー
シ
ェ
ル

タ
ー
の
建
設
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

出
産
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

マ
ザ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー

チ
サ
ン
バ
郡
に
あ
る
診
療
所
は
自
宅
か

ら
遠
く
、宿
泊
で
き
る
ス
ペー
ス
も
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、妊
婦
さ
ん
は

出
産
予
定
日
が
近
づ
く
と
、歩
い
て
診
療

所
に
向
か
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。そ
の
結

果
、自
宅
で
出
産
し
た
り
、診
療
所
に
向
か

う
途
中
で
出
産
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
み
ら
れ
ま
す
。医
療
施
設
以
外
で
の
出
産

は
リ
ス
ク
が
大
き
く
、母
子
と
も
に
危
険
な

状
態
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

　
２
棟
目
の
建
設
地
で
あ
る
チ
コ
ン
コ
メ
ニ

地
域
で
は
、郡
内
で
も
自
宅
出
産
数
が
多

く
、妊
婦
さ
ん
の
約
６
割
が
診
療
所
で
の

新しくロシナンテになったスタッフのご紹介

インターン

山下  麻衣子

インターン

高岡  和世

　娘と一緒に、さまざまなボ
ランティア活動をしていく中
で、ロシナンテスに出会いま
した。「私たちは何をすべきな
のだろうか」と考え、応募いた
しました。微力ではございま
すが、少しでも皆さまのお役
に立てればと思います。宜し
くお願いいたします。

　中学生の頃に中村哲さんの
活動を知り、国際協力に興味を
持ちました。ロシナンテスでは
どのようにしてアフリカに医
療を届けているのか知りたい
と思い、インターンに参加しま
した。ロシナンテスをより多く
の方に知っていただけるよう
に頑張りたいと思います。

スーダンだより
事業地のいま……………2面
ザンビアだより
結核事業アップデート…3面
ザンビアだより
ザンビア駐在コラム　…4面
雲外蒼天／
日々ツラツラ日記………5面
国内イベント情報 
イベントレポート………6面
国内ニュース……………7面
事務局からのお知らせ…8面

出
産
を
避
け
て
い
ま
し
た
。調
査
の
結
果
、

水
・
電
気
の
供
給
不
足
に
加
え
、出
産
待
機

場
所
が
な
い
こ
と
が
診
療
所
の
満
足
度
を

下
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。診
療

所
に
マ
ザ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
を
併
設
す
る
こ
と

で
、妊
婦
さ
ん
が
陣
痛
前
か
ら
滞
在
し
診
療

所
で
の
出
産
に
備
え
ら
れ
る
ほ
か
、万
が一の

際
に
も
適
切
な
処
置
を
受
け
ら
れ
る
可
能

性
が
高
ま
り
ま
す
。

　
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は
産
前
健
診
か
ら
出
産
、産

後
の
健
診
ま
で
を
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
よ

う
、マ
ザ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
内
に
左
記
の
よ
う
な

設
備
を
整
え
ま
し
た
。

◇
出
産
待
機
室（
宿
泊
で
き
る
部
屋
）

◇
産
後
経
過
観
察
室

◇
分
娩
室

◇
職
員
の
当
直
室

◇
付
添
家
族
の
宿
泊
室

◇
シ
ャ
ワ
ー
、ト
イ
レ

◇
簡
易
調
理
場

　
診
療
所
の
ベッ
ド
に
は
マ
ッ
ト
レ
ス
や
枕
、

シ
ー
ツ
な
ど
が
不
足
し
て
お
り
、妊
婦
さ
ん

が
横
に
な
る
に
は
不
十
分
だ
っ
た
た
め
、こ

れ
ら
の
備
品
を
補
充
し
ま
し
た
。ま
た
、分
娩

室
で
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
た
め
に
パ
ー

テ
ー
シ
ョン
を
設
置
し
、老
朽
化
し
て
い
た
分

娩
台
も
新
し
い
も
の
に
交
換
し
ま
し
た
。

産
前
健
診
に
小
型
エ
コ
ー
を
導
入
、

井
戸
の
掘
削
も

　
産
前
健
診
で
妊
婦
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
正

確
な
診
断
が
で
き
る
よ
う
、小
型
エ
コ
ー
を
１

台
導
入
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
診
察
は
、ト
ラ
ウ
ベ
聴
診
器

と
呼
ば
れ
る
伝
統
的
な
診
断
器
具
と
触

診
の
み
で
し
た
。し
か
し
こ
れ
だ
け
で
は
危

険
な
ケ
ー
ス
の
見
落
と
し
も
発
生
し
て
い

ま
し
た
。エ
コ
ー
は
小
型
で
簡
易
的
な
も
の

で
す
が
、心
音
や
羊
水
の
量
、胎
盤
の
位

置
、頭
や
身
体
の
大
き
さ
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
逆
子
や
危
険
な

兆
候
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、万
が一の

場
合
も
上
位
の
病
院
を
紹
介
す
る
な
ど

適
切
な
対
応
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
エ
コ
ー
は
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
に
つ
な
ぎ
、専
用
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
だ
け
で
使
用
で
き
る
シ
ン
プ
ル

な
も
の
で
す
。す
で
に
診
療
所
の
ス
タ
ッ
フ

に
使
用
方
法
の
研
修
を
行
い
、産
前
健
診

で
利
用
し
て
い
ま
す
。今
後
は
、新
生
児
死

亡
率
や
妊
産
婦
死
亡
率
の
低
減
に
つ
な
が

る
指
標
と
し
て
、妊
産
婦
の
健
診
率
や
エ

コ
ー
受
診
率
も
重
要
視
し
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、診
療
所
に
あ
っ
た
井
戸
が
汚

染
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
た
め
、新

た
な
井
戸
も
掘
削
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ

り
出
産
に
不
可
欠
な
清
潔
な
水
を
供
給

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
課
題
と
さ
れ
て
き
た
電
力
不
足
も

解
消
す
べ
く
、電
気
会
社
に
よ
る
電
力
供

給
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、行
政
の
意

思
決
定
や
対
応
遅
延
な
ど
の
問
題
が
あ

り
、建
設
完
了
ま
で
に
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。交
渉
を
継
続
し
た

結
果
、行
政
の
承
認
が
得
ら
れ
た
た
め
、

年
内
を
目
標
に
電
気
を
引
く
工
事
を
完

了
さ
せ
る
予
定
で
す
。

今
後
期
待
さ
れ
る
効
果

　
チ
コ
ン
コ
メ
ニ
地
域
で
は
、診
療
所
で
の

出
産
を
避
け
る
妊
婦
さ
ん
が
多
か
っ
た
こ

と
に
加
え
、他
の
地
域
と
比
べ
て
上
位
の

医
療
機
関
へ
の
紹
介
数
も
非
常
に
多
い
状

況
で
し
た
。２
０
２
２
年
度
に
は
、自
宅
出

産
数
や
上
位
機
関
へ
の
紹
介
数
が
他
の
地

域
の
医
療
施
設
と
比
べ
て
10
倍
以
上
の
件

数
に
達
し
て
い
ま
し
た
。今
後
、マ
ザ
ー

シ
ェ
ル
タ
ー
が
妊
婦
さ
ん
に
認
知
さ
れ

活
用
が
進
む
こ
と
で
、以
下
の
よ
う
な

効
果
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

●
自
宅
出
産
、路
上
出
産
の
減
少

●
産
前
健
診
、産
後
健
診
の

  

受
診
率
の
増
加

●
施
設
出
産
数
の
増
加

　
完
成
記
念
に
開
催
し
た
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、た
く
さ
ん
の
地
域

住
民
が
集
ま
り
、関
心
の
高
さ
が
伺
え

ま
し
た
。ま
た
改
め
て
、診
療
所
ス
タッ
フ

や
利
用
し
た
妊
婦
さ
ん
た
ち
の
様
子
な

ど
を
ご
報
告
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
！

　近年、「法定相続人がいない」「社会への恩返しがしたい」
など様々な理由で、NPO法人や公益法人などに、遺産を寄付
したいと考える人が増えています。ロシナンテスでも、ご自
身の財産や相続された財産を、有効活用したいとお考えの
皆さまのお手伝いをさせていただいています。
　この度、遺贈寄付に関するパンフレットをリニューアル
いたします。遺贈について詳しくない方にも手に取ってい
ただけるよう、具体的な事例もご紹介しながら、基礎や手続
きの流れ、ロシナンテスがサポートできることをより分か
りやすくご案内しています。
　新パンフレットは2025年1月ごろに完成予定です。本資料
をご希望の方は、フォームからお申し込みいただくか、事務
局までお気軽にお問い合わせください。

（発送は2025年1月以降となります）

お電話やEメールでも受け付けております。

　右記の対象者の方には、一年分のご寄付
（1～12月受領分）をまとめて記載した領収
書を翌年1月に発送しております。2024年分
は、2025年1月末までに発送予定です。予定
日を過ぎても届かない場合は、ロシナンテ
スまでご連絡ください。

毎月ご支援をいただいている方（クレジットカード・口座
振替）、年一回発送をご希望の方
※年1回発送対象以外のご寄付につきましては、ロシナン
テスが受領した日の翌月までに領収書を発送しておりま
す。届いていない場合やその他（紛失や破損など）につい
てはロシナンテスまでご相談ください。

　スーダンは現在も混乱の最中にあ
り、多くの人が村落部への疎開や国外
避難をしています。
　ロシナンテスの現地スタッフも、親
戚を頼り村落部に移動したり、長く厳
しい道のりを越えてエジプトへ逃れた
りして安全を確保している状況です。
　厳しい状況にあるにもかかわらず、
日本でスーダンの紛争が話題にのぼ
ることはほとんどありません。ロシナ
ンテスでは、「忘れられた紛争」にしな
いため、スーダンの人々への連帯の気
持ちを届けるために、4月に皆さまか
らメッセージを募集しました。
　ご支援者の皆さまや、スーダン情勢
に関するイベントにご参加くださった

　前回の「遠回り31号」で、切手や書き損じはがきなどの
ご寄付の呼びかけを行いました。その結果、9月末時点で
450通以上の封筒が届けられ、多くの皆さまからご支援を
いただくことができました。心から感謝申し上げます。
　6月13日、14日には、ボランティアの皆さまの協力を得
て、集まった切手やはがき、
金券類を種類別に分ける作
業を行いました。これらは
換金のうえ、ロシナンテス
のアフリカでの支援活動に
大切に使用させていただき
ます。お送りいただいた皆
さま、ボランティアにご協
力いただいた皆さま、誠に
ありがとうございました。

ついに完成！
ザンビアのマザーシェルター2棟目

妊婦さんが安心・安全な出産をむかえるための
マザーシェルターが7月に完成しました。

建物のペイントは
ザンビア事業部の
インターンさんが
考えてくれました！

診療所スタッフへのエコー研修の様子

地域の学校の生徒たちも歌や踊りで祝福しました！ 式典には地域の首長や国会議員のほか、多くの住民が集まりました

ベッド
before

分娩台
before
分娩台
before

ベッド
before

afterafter after

分娩台
before
分娩台
before

after

衣装ケース3箱がすぐ
いっぱいになりました！

領収書の年一回発送についてのお知らせ

皆さまなど、多くの方々がメッセージ
をお寄せくださいました。アラビア語
のできるインターンスタッフがメッ
セージを翻訳し、SNSを通じてスーダ
ンの人々に届けています。

改めまして、メッセージをお寄せくだ
さった皆さまに心より御礼申し上げ
ます。
　これからもスーダンの人々にお心
をお寄せいただけますと幸いです。

大きくメッセージ
をご覧になりたい
方はこちら(PDFが
開きます)

対
象
者
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ス
ー
ダ
ン
で
国
軍
と
準
軍
事
組
織

「
即
応
支
援
部
隊（
Ｒ
Ｓ
Ｆ
）」に
よ
る

軍
事
衝
突
が
発
生
し
て
か
ら
、１
年
７

か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。い
ま
だ
収
束

の
目
処
は
立
た
ず
、人
口
５
千
万
人
の

う
ち
、１
千
万
人
以
上
の
人
々
が
国
内

外
で
避
難
生
活
を
送
る
深
刻
な
人
道

危
機
が
続
い
て
い
ま
す
。し
か
し
国
際
社

会
の
ス
ー
ダ
ン
に
対
す
る
関
心
は
薄
れ
、

悲
し
い
こ
と
に「
忘
れ
ら
れ
た
紛
争
」と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
初
、国
軍
が
圧
倒
的
優
位
に
立
ち

戦
闘
は
短
期
間
で
終
結
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、予
想
に
反

し
て
Ｒ
Ｓ
Ｆ
の
戦
闘
力
が
高
く
、首
都

ハ
ル
ツ
ー
ム
や
ダ
ル
フ
ー
ル
地
域
を
中
心

に
各
地
で
侵
攻
を
行
い
勢
力
を
伸
ば

し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、近
隣
諸
国

や
ア
メ
リ
カ
、国
際
機
関
な
ど
が
何
度

も
仲
介
努
力
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、停

戦
協
議
は
実
現
し
て
い
ま
せ
ん
。今
年

８
月
に
ア
メ
リ
カ
が
主
導
す
る
形
で
ス

イ
ス
で
開
催
さ
れ
た
協
議
で
も
、Ｒ
Ｓ

Ｆ
の
代
表
団
が
出
席
し
た
も
の
の
、国

軍
側
の
ブ
ル
ハ
ン
将
軍
は「
Ｒ
Ｓ
Ｆ
を
倒

す
た
め
な
ら
ば
今
後
１
０
０
年
戦
う
」

と
宣
言
し
出
席
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

長
期
化
す
る
戦
闘
は
深
刻
な
食
糧

危
機
を
招
い
て
い
ま
す
。８
月
、40
万
人

令和6年11月20日 令和6年11月20日

よ
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ザ
ン
ビ
ア

　

ザ
ン
ビ
ア
で
は
、年
間
約
５
・
９
万
人

も
の
人
々
が
結
核
に
感
染
し
て
お
り
、主

要
な
死
亡
原
因
の
１
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。結
核
の
感
染
拡
大
を
防
ぎ
、治
療
を

成
功
さ
せ
る
に
は
早
期
発
見
が
重
要
で

す
。結
核
の
診
断
に
は
喀
痰
検
査
や
胸

部
Ｘ
線
検
査
が
必
要
で
す
が
、事
業
地
で

あ
る
中
央
州
チ
サ
ン
バ
郡
と
チ
ボ
ン
ボ
郡

で
は
Ｘ
線
装
置
が
不
足
し
て
お
り
、こ
れ

が
診
断
の
遅
れ
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、ロ
シ
ナ

ン
テ
ス
は
、富
士
フ
イ
ル
ム
株
式
会
社
の

協
力
を
得
て
、２
０
２
３
年
５
月
よ
り

ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｘ
線
装
置
１
台
を
４
つ
の
医

療
施
設
で
共
有
す
る
試
験
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。Ｘ
線
装
置
を
各
施
設
間
で

移
動
さ
せ
る
こ
と
で
、地
域
住
民
が
近
く

の
医
療
機
関
で
Ｘ
線
検
査
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
し
、結
核
の
早
期
診
断
に
つ
な

げ
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

早
期
診
断
に
よ
り
完
治
し
た
患
者
も

　

２
０
２
３
年
５
月
か
ら
２
０
２
４
年

１
月
ま
で
で
、合
計
２
４
５
６
件
の
Ｘ
線

検
査
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
う
ち
１
１
３

ポ
ー
タ
ブ
ル
Ｘ
線
装
置
を
増
設

結
核
の
診
断
体
制
を
強
化

ス
ー
ダ
ン
軍
事
衝
突
か
ら
１
年
７
か
月

深
ま
る
人
道
危
機

　

軍
事
衝
突
発
生
以
降
、多
く
の
人
々

が
住
ん
で
い
た
場
所
を
追
わ
れ
、地
方

都
市
に
避
難
し
て
い
ま
す
。そ
の
う
ち
の

ひ
と
つ
、ス
ー
ダ
ン
北
東
部
に
あ
る
都
市

ア
ト
バ
ラ
で
、避
難
所
の
衛
生
環
境
を

改
善
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
い
ま
し

た
。駐
在
員
の
ス
ー
ダ
ン
へ
の
再
入
国
が

叶
わ
な
い
中
、現
地
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ
め

さ
ま
ざ
ま
な
方
の
協
力
を
得
て
、遠
隔

で
の
支
援
活
動
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

国
内
避
難
民
は
学
校
や
病
院
な
ど

の
公
共
施
設
を
避
難
所
と
し
て
利
用
し

て
い
ま
す
。し
か
し
多
く
の
施
設
で
は
ト

イ
レ
や
手
洗
い
場
と
い
っ
た
衛
生
設
備

が
整
っ
て
お
ら
ず
、感
染
症
拡
大
な
ど
の

健
康
被
害
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

リ
バ
ー
ナ
イ
ル
州
ア
ト
バ
ラ
で
緊
急
支
援

　
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は
、２
０
２
３
年
９
月

か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
た
母
子
情

報
の
デ
ジ
タ
ル
管
理
を
試
験
的
に
導
入

し
て
い
ま
す
。専
用
ア
プ
リ「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｑ
」

を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
す
る
こ
と
で
、ス
マ
ホ
で

産
前
健
診
か
ら
出
産
、産
後
健
診
ま
で

の
情
報
を
簡
単
に
記
録
す
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
で
す
。エ
コ
ー
も
利
用
で

き
、施
設
外
で
の
健
診
や
遠
隔
地
で
の

集
団
健
診
に
も
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｑ
」を
提

供
す
る
株
式
会
社
Ｓ
Ｏ
Ｉ
Ｋ
や
九
州
大

学
な
ど
と
協
力
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
の
事
業
地
で
効
果
を
検

証
し
、ザ
ン
ビ
ア
国
内
で
の
将
来
的
な

事
業
展
開
の
可
能
性
を
模
索
し
て
い
ま

す
。ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は
現
地
で
の
デ
ー
タ

収
集
・
分
析
な
ど
を
担
当
し
、こ
れ
ま
で

に
中
央
州
チ
サ
ン
バ
郡
の
４
つ
の
医
療

施
設
で
母
子
情
報
を
収
集
し
て
き
ま
し

た
。ま
た
医
療
施
設
ス
タ
ッ
フ
や
保
健
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
使
用
方
法
の
指
導
も

行
い
ま
し
た
。

母
子
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
管
理

利
用
拡
大
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
の
事
業
地
は
い
ま

ポータブルX線装置による検査の様子

患者にX線検査画像を見せる医師X線検査を行っているリテタ郡病院の技師さんと

8月にはコミュニティでの聞き取り調査を実施

１
人
に
結
核
の
疑
い
が
あ
り
、最
終
的

に
１
４
４
人
が
結
核
と
診
断
さ
れ
ま
し

た
。特
に
、他
の
検
査
で
は
結
核
と
診

断
さ
れ
ず
、Ｘ
線
検
査
に
よ
り
発
見
さ

れ
た
患
者
さ
ん
は
77
名
も
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、こ
の
事
業
が
結
核
患
者

の
早
期
発
見
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。診
断
さ
れ

た
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
は
治
療
を
開
始

し
て
い
ま
す
。残
念
な
が
ら
亡
く
な
っ
た

方
も
い
ま
し
た
が
、１
４
４
名
中
１
０

６
名
が
完
治
し
た
と
報
告
を
受
け
て
い

ま
す
。

　

事
業
開
始
前
、患
者
さ
ん
は
Ｘ
線
検

査
を
受
け
る
た
め
に
都
市
部
ま
で
行

く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
事
業

に
よ
り
、居
住
地
近
く
の
医
療
施
設
で

検
査
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。推
定
で
患
者
の
移
動
に
か
か
る
費

用
を
約
２
７
０
万
円
削
減
で
き
、長
時

間
の
移
動
に
よ
る
経
済
的
負
担
も
大

き
く
軽
減
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
こ
の
事
業
は
、結
核
の
診
断
だ

け
で
な
く
、細
菌
性
肺
炎
や
骨
折
の
診

断
に
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。特
に
骨
折
し

た
患
者
さ
ん
は
、最
寄
り
の
医
療
施
設

で
Ｘ
線
検
査
が
で
き
ず
適
切
な
治
療
が

受
け
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
骨
が
変
形

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。し

か
し
、こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、最
寄
り
の

医
療
施
設
で
診
断
と
治
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、こ
う
し
た
事
態
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

Ｘ
線
装
置
を
増
や
し

診
断
体
制
を
強
化

試
験
導
入
時
に
は
Ｘ
線
装
置
が
１

台
し
か
な
か
っ
た
た
め
、装
置
を
別
の

施
設
に
持
っ
て
い
く
と
、他
の
施
設
で
検

保健ボランティアに向けた使用方法の研修の様子

以
上
が
避
難
民
と
し
て
暮
ら
す
北
ダ
ル

フ
ー
ル
州
の
ザ
ム
ザ
ム・キ
ャ
ン
プ
で
、飢

餓
の
最
も
重
い
分
類
で
あ
る「
飢
き
ん
」

の
発
生
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
が
、国
連

や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、研
究
者
な
ど
で
構
成
す
る

委
員
会
に
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ー
ダ
ン
人
口
の
２
人
に
１
人
が
飢
餓

に
直
面
し
、ザ
ム
ザ
ム
の
ほ
か
に
も
13

の
地
域
が
飢
き
ん
の
瀬
戸
際
に
あ
る
こ

と
か
ら
、国
際
社
会
か
ら
の一
刻
も
早
い

支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
６
月
以
降
、ス
ー
ダ
ン
で
は
雨

季
が
始
ま
り
、大
雨
と
洪
水
が
続
い
て

い
ま
す
。国
連
の
報
告
に
よ
る
と
、９
月

末
ま
で
に
18
州
の
う
ち
15
州
、70
の
地

域
が
影
響
を
受
け
、17
万
人
以
上
が

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。10

月
に
入
り
雨
季
は
収
束
し
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、影
響
を
受
け
た
地
域
は
食

糧
不
足
に
加
え
二
重
の
打
撃
を
受
け

て
い
ま
す
。

　
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
の
駐
在
員
は
、安
全
確

保
や
ビ
ザ
取
得
の
難
し
さ
の
面
か
ら
長

ら
く
再
入
国
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
が
、年
内
の
ス
ー
ダ
ン
渡
航
を
目
指

し
準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。困

難
に
直
面
し
て
い
る
ス
ー
ダ
ン
の
人
々

の
た
め
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
引

き
続
き
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

エルシロール・アルサフラウィ
避難所で改修された屋外トイレ

アルワハダ・ボーイズシェルターに
設置された水タンク

　

今
年
４
月
か
ら
は
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支

援
を
受
け
、利
用
拡
大
に
向
け
て
ニ
ー

ズ
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。紙
媒
体
で

管
理
さ
れ
て
い
る
医
療
デ
ー
タ
を
分
析

し
、洗
い
出
さ
れ
た
地
域
の
課
題
が
デ

ジ
タ
ル
管
理
で
ど
の
よ
う
に
改
善
で
き

る
か
を
検
討
し
ま
し
た
。ま
た
持
続
可

能
な
仕
組
み
を
検
討
す
る
た
め
、医
療

保
険
や
地
方
政
府
資
金
の
制
度
も
調

査
し
ま
し
た
。

　

調
査
を
進
め
る
中
で
、医
療
施
設
に

報
告
さ
れ
る
数
値
や
集
計
方
法
に
不

正
確
な
部
分
が
あ
り
、地
域
の
実
態
が

正
し
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が

浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。そ
こ
で
、さ
ら

に
医
療
施
設
を
訪
問
し
、医
療
関
係
者

や
村
長
へ
の
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
、

実
態
を
詳
し
く
確
認
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
の
精
査
と
並
行
し
て
、現

場
で
は
作
業
効
率
の
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。入
力
項
目
が
多
く
作
業

に
時
間
が
か
か
る
た
め
、機
能
を
簡
素

化
す
る
こ
と
や
、医
療
ス
タ
ッ
フ
が
傾

向
を
よ
り
簡
単
に
確
認
で
き
る
機
能

を
追
加
す
る
こ
と
な
ど
、現
場
の
要
望

に
応
じ
た
改
良
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は
す
ば
ら
し
い
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
病
院
で
は
、
か
つ
て
古
い

Ｘ
線
装
置
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

故
障
し
て
動
か
な
く
な
り
ま
し
た
。
稼

働
し
て
い
た
頃
で
も
、
画
像
が
不
明
瞭

で
診
断
が
難
し
い
こ
と
が
あ
り
、
そ
の

結
果
、
治
療
の
開
始
が
遅
れ
、
患
者
さ

ん
の
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
経
済
的
な
理
由
や
家
庭
の
事

情
で
、
遠
方
の
医
療
施
設
ま
で
移
動
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
患
者
さ
ん
も
多
く

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
こ
う
し
た
状

況
に
あ
る
患
者
さ
ん
に
正
確
な
診
断
を

提
供
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
ロ

シ
ナ
ン
テ
ス
の
お
か
げ
で
、
医
療
へ
の

ア
ク
セ
ス
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
、
多
く

の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

査
が
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
発
生
し
て

い
ま
し
た
。一
部
の
患
者
さ
ん
は
装
置
が

あ
る
と
き
に
再
診
に
来
ら
れ
ま
し
た
が
、

来
な
か
っ
た
方
々
も
お
り
、検
査
を
受
け

ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は
外
務
省
か
ら

の
助
成
を
受
け
、今
年
７
月
に
Ｘ
線
装
置

を
４
台
に
増
や
し
ま
し
た
。こ
れ
に
よ
り
、

さ
ら
に
多
く
の
患
者
さ
ん
が
Ｘ
線
検
査

を
受
け
ら
れ
る
体
制
が
整
い
ま
し
た
。

結
核
検
査
に
関
わ
る

　
　
　
　

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
声リテタ郡病院の看護師

ムタレさん

　

こ
の
避
難
所
は
都
市
の
中
心
地
に
位

置
し
、避
難
し
て
き
た
人
々
で
人
口
密

度
が
か
な
り
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。し

か
し
、ほ
と
ん
ど
の
ト
イ
レ
が
使
用
で
き

な
い
状
態
で
、機
能
し
て
い
る
ト
イ
レ
も

不
衛
生
な
た
め
、野
外
で
の
排
泄
を
選

ぶ
人
も
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は
４
月
か
ら
６

月
に
か
け
て
、３
つ
の
避
難
所
で
ト
イ
レ

の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。ト
イ
レ
の
改
修

に
よ
り
野
外
排
泄
を
す
る
人
の
数
が
大

幅
に
減
っ
て
い
る
と
報
告
を
受
け
て
い
ま

す
。ま
た
施
設
の
給
水
機
能
を
改
善
す

る
た
め
、水
タ
ン
ク
の
改
修
や
パ
イ
プ
、ポ

ン
プ
の
補
修
、手
洗
い
場
や
洗
濯
場
の
整

備
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
の
事
業
地
の
現
状
に

つ
い
て
、現
地
ス
タ
ッ
フ
を
介
し
て
村
の

人
々
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。ど
ち
ら
の
地
域
も
戦
闘
に
よ
る

直
接
的
被
害
は
な
い
も
の
の
、経
済
や

物
流
、教
育
な
ど
に
お
い
て
間
接
的
な

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

【活動地】 スーダン共和国リバーナイル州アトバラ
【受益者】 活動地にある左記施設の避難民
 ● エルシロール・アルサフラウィ避難所／約1,080人
 ● アルワハダ・ガールズシェルター／約990人
 ● アルワハダ・ボーイズシェルター／約590人 整備された洗濯場

北
コ
ル
ド
フ
ァ
ン
州

オ
ン
ム
サ
マ
ー
マ
村

地
域
の
リ
ー
ダ
ー

ア
リ
さ
ん

暮
ら
し
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
か
？

　
内
戦
に
よ
っ
て
開
発
計
画
は
停
止
し
、

住
民
は
戦
闘
に
よ
る
暴
動
や
犯
罪
行
為

を
恐
れ
て
い
ま
す
。私
た
ち
の
地
域
に
も

避
難
民
が
流
入
し
て
い
て
商
品
の
不
足

が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。戦
闘
や
洪
水
の

影
響
で
道
路
の
閉
鎖
や
損
傷
が
起
き
て

お
り
、商
品
の
運
搬
が
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。物
価
は
２
倍
に
上
昇
し
ま
し
た
。

経
済
は
不
安
定
で
、失
業
者
が
増
え
て

い
ま
す
。住
民
は
飢
え
を
避
け
る
た
め
、

農
作
物
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
が
支
援
し
た

学
校
や
給
水
所
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　
残
念
な
が
ら
、緊
急
事
態
の
た
め
学

校
は
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
す
。州
都
オ
ベ
イ

ド
の
学
校
が
襲
撃
さ
れ
る
事
件
が
あ

り
、安
全
確
保
が
で
き
な
い
た
め
再
開
の

見
通
し
は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。建
物
自
体

は
き
れ
い
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。給
水
施

設
も
状
態
よ
く
機
能
し
て
い
ま
す
が
、

避
難
民
の
流
入
で
需
要
が
増
加
し
、古
い

給
水
施
設
の
給
水
量
が
減
っ
て
い
る
た

め
、負
荷
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
り
ま
し
た
か
？

ガ
ダ
ー
レ
フ
州
の
村
落
部
に
も
他
の
地

域
か
ら
の
避
難
民
が
流
入
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
に
は
家
も
公
的
支
援
も
な
い
た
め
、

地
域
住
民
が
テ
ン
ト
や
一
時
的
な
住
居
を

提
供
し
て
い
ま
す
。避
難
民
は
私
た
ち
に

頼
っ
て
い
る
た
め
、村
の
資
源
に
負
担
が

か
か
っ
て
い
ま
す
。

物
価
は
内
戦
前
の
10
倍
で
、物
流
に
関
す

る
支
援
も
受
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。飢
え

を
避
け
る
た
め
に
、農
産
物
の
収
穫
期
に

期
待
し
て
い
ま
す
。ま
た
、洪
水
で
農
業
に

影
響
が
出
て
お
り
、家
屋
に
も
被
害
が
出

て
い
ま
す
。地
域
に
よ
っ
て
は
コ
レ
ラ
や
マ

ラ
リ
ア
が
流
行
し
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
が
支
援
し
た

給
水
所
や
診
療
所
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
？

　
給
水
所
も
診
療
所
も
問
題
な
く
機
能
し

て
い
ま
す
。診
療
所
に
は
避
難
し
て
き
た
内

科
医
が
お
り
、ス
タ
ッ
フ
も
引
き
続
き
働
い

て
い
ま
す
。個
人
的
な
努
力
に
よ
っ
て
薬
も

入
手
で
き
て
お
り
、検
査
室
、薬
局
も
機
能

し
て
い
ま
す
。た
だ
タ
イ
ヤ
と
バ
ッ
テ
リ
ー
に

問
題
が
あ
り
救
急
車
は
動
い
て
い
ま
せ
ん
。

ガ
ダ
ー
レ
フ
州

シ
ェ
リ
フ・ハ
サ
バ
ッ
ラ
村

村
長

ハ
サ
ン
さ
ん

支
援
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
聞
く
ス
ー
ダ
ン
の
現
状
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雲 外 蒼 天

日
々
ツ
ラ
ツ
ラ
日
記
⑯

ザ
ン
ビ
ア
の
人
々
は
勤
勉
で
真
面
目
！

　「
大
相
続
時
代
」と
い
う
言
葉
を

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。来
年

２
０
２
５
年
に
、終
戦
直
後
の
第
一

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
生
ま
れ
た「
団

塊
の
世
代
」が
す
べ
て
75
歳
を
越
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

近
い
将
来
、こ
の
シ
ニ
ア
世
代
が
保

有
す
る
資
産
が
相
続
に
よ
っ
て
次
の

世
代
に
引
き
継
が
れ
、大
規
模
な
資

産
移
動
が
起
こ
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
社
会
背
景
の
中
で
、

「
遺
贈
寄
付
」に
注
目
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。遺
贈
寄
付
と
は
、社
会
貢
献

活
動
に
役
立
て
る
こ
と
な
ど
を
目

的
と
し
て
、遺
言
に
よ
っ
て
遺
産
の一

部
ま
た
は
す
べ
て
を
、公
益
法
人
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
団
体
に
譲
渡

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

調
査
に
よ
る
と
、遺
贈
寄
付
件
数
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、令
和
３
年
に

は
９
７
３
件
、総
額
約
２
７
８
億
円

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。ま
た
日
本
財
団

遺
贈
寄
付
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
調
査
で
は
、60
〜
70
代
の
２
割
以

上
が
遺
贈
や
寄
付
に
関
心
を
持
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

相
続
へ
の
価
値
観
の

変
化
が
後
押
し
に

　
で
は
、な
ぜ
遺
贈
寄
付
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
そ
の
背
景
に
は
、相
続
に
対
す
る

価
値
観
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。日
本
で
は
、少
子
高
齢

化
が
世
界
で
も
類
を
見
な
い
ス
ピ
ー

ド
で
進
ん
で
お
り
、「
お
ひ
と
り
さ
ま
」

遠回り遠回り 令和6年11月20日 令和6年11月20日

や
子
供
の
い
な
い
夫
婦
世
帯
が
増
加

し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
家
族
構
成

の
変
化
は
、相
続
へ
の
考
え
方
に
も

変
容
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。「
家
計

の
金
融
行
動
に
関
す
る
世
論
調
査

(

令
和
５
年)

」に
よ
る
と
、２
人
以
上

の
世
帯
で「
子
ど
も
に
財
産
を
遺
し

た
い
」と
考
え
る
世
帯
は
45
・
４
％

で
、20
年
前
に
比
べ
て
19
％
も
減
少

を
し
て
い
ま
す
。従
来
は「
家
族
に
す

べ
て
の
財
産
を
相
続
さ
せ
る
」と
い
う

考
え
方
が一
般
的
で
し
た
が
、近
年
で

は「
財
産
を
社
会
・
公
共
に
役
立
て

た
い
」と
い
う
価
値
観
が
広
が
り
、相

続
人
以
外
へ
財
産
を
託
す
こ
と
を
考

え
る
人
が
増
え
て
い
る
の
で
す
。

遺
贈
寄
付
で
実
現
で
き
る

３
つ
の
こ
と

　
遺
贈
寄
付
に
は
左
記
の
よ
う
な

特
長
が
あ
り
ま
す
。

１
財
産
の
使
い
道
を
自
分
で

    

選
ぶ
こ
と
が
で
き
る

　
通
常
相
続
が
発
生
し
た
場
合
、遺

言
書
が
な
け
れ
ば
法
定
相
続
人
に

財
産
が
分
配
さ
れ
ま
す
。法
定
相
続

人
が
い
な
い「
お
ひ
と
り
さ
ま
」世
帯

で
は
、そ
の
財
産
は
国
庫
に
入
り
ま

す
。一
方
遺
言
が
あ
れ
ば
、誰
に
財
産

を
引
き
継
ぐ
か
指
定
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。遺
贈
寄
付
は
、遺
言
書
に

希
望
す
る
寄
付
先
を
記
載
す
る
こ

と
で
、人
生
最
後
の
お
金
の
使
い
方

と
し
て
、自
分
が
作
り
た
い
未
来
や
、

応
援
し
た
い
こ
と
に
お
金
を
託
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
す
。

２
老
後
の
生
活
資
金
を

  

心
配
せ
ず
に
寄
付
で
き
る

　
遺
贈
寄
付
は
、自
分
の
死
後
に

残
っ
た
財
産
か
ら
行
う
た
め
、生
前

の
生
活
資
金
に
は
影
響
し
ま
せ

ん
。た
と
え
遺
贈
寄
付
の
遺
言
書

を
作
成
し
て
い
て
も
、死
亡
時
に
遺

贈
す
る
と
し
て
い
た
財
産
が
な
く

な
っ
て
い
た
場
合
、寄
付
の
義
務
は

発
生
し
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
老
後
の

お
金
を
心
配
す
る
こ
と
な
く
安
心

し
て
日
常
生
活
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

３
税
金
の
優
遇
措
置
が

    

受
け
ら
れ
る

　
相
続
財
産
が
基
礎
控
除
額（
３
千

万
円
＋
６
０
０
万
円×

法
定
相
続

人
の
数
）を
超
え
る
と
相
続
税
が
課

さ
れ
ま
す
。し
か
し
、遺
贈
寄
付
し
た

財
産
に
は
相
続
税
が
か
か
ら
な
い
た

め
節
税
効
果
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、寄

付
先
が
国
や
地
方
公
共
団
体
、特
定

の
公
益
法
人
、認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
で
あ
る
場
合
、相
続
人
が
行
う

「
準
確
定
申
告
」の
際
に
、遺
贈
し
た

金
額
を
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
す

る
こ
と
が
で
き
、所
得
税
の
節
税
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

遺
贈
寄
付
の
課
題
、普
及

の
た
め
に
は

　
こ
の
よ
う
に
遺
贈
寄
付
に
は

様
々
な
特
長
が
あ
る
一
方
で
、そ
の

普
及
に
は
い
く
つ
か
の
課
題
も
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
財
団
遺
贈
寄
付
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
、遺
贈

に
際
し
て
懸
念
す
る
点
と
し
て
、①

必
要
な
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
、②

寄
付
先
が
自
分
の
意
思
に
沿
っ
て

現地スタッフのグリフィンとニュマが
事業について教えてくれました事業について教えてくれました事業について教えてくれました事業について教えてくれました事業について教えてくれました事業について教えてくれました事業について教えてくれました事業について教えてくれました

　
こ
ん
に
ち
は
、ザ
ン
ビ
ア
事
務
所
イ
ン
タ
ー
ン
の
大
矢
千
瑛
で

す
。約
１
か
月
半
ザ
ン
ビ
ア
で
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
活
動
し
て
お
り

ま
す
。到
着
し
て
か
ら
約
１
週
間
と
ま
だ
日
は
浅
い
で
す
が
、現
地

で
の
生
活
に
つ
い
て
２
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
ず
は
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
で
す
。ザ
ン
ビ
ア
で
は
停
電
が
ひ

ど
く
、今
年
は
例
年
に
な
い
異
常
事
態
な
よ
う
で
す
。事
業
先
と

の
話
し
合
い
の
中
で
も「because of battery, w

e can’t do…

」

と
い
う
言
葉
を
し
ば
し
ば
耳
に
す
る
ほ
ど
事
業
に
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
私
に
と
っ
て
も
初
め
て
の
経
験
で
不
便
な

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、新
し
い
刺
激
に
毎
日
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
ザ
ン
ビ
ア
人
の
人
柄
に
つ
い
て
で
す
。こ
ち
ら
で
イ
ン
タ
ー

ン
し
て
い
て
最
も
衝
撃
を
受
け
た
こ
と
は
、現
地
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
が
出
勤
時
刻
に
は
必
ず
全
員
揃
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。以
前

私
は
イ
ン
ド
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
で
活
動
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
が
、１
〜
２
時
間
遅
れ
て
く
る
こ
と
は
当
た
り
前
で
し
た
。ザ

ン
ビ
ア
人
ス
タ
ッ
フ
の
働
く
姿
勢
に
は
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
ザ
ン
ビ
ア
は
ア
フ
リ
カ
の
中
で
も
特
に
勤

勉
で
真
面
目
な
方
が
多
い
そ
う
で
す
。さ
ら
に
、現
地
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
は
極
め
て
温
厚
か
つ
穏
や
か
な
の
で
、非
常
に
居
心
地
の

良
い
職
場
で
活
動
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

残
り
の
期
間
で
も
引

き
続
き
生
活
を
楽
し
み

つ
つ
、ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
が

現
地
の
診
療
所
や
病
院

と
ど
の
よ
う
に
交
渉
を

重
ね
、状
況
を
改
善
し

て
い
く
の
か(

事
業
成

果
を
測
る
指
標
を
改
善

し
て
い
く
の
か)

を
、見

て
学
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
大
相
続
時
代
」の
到
来

遺
贈
寄
付
は
社
会
を
変
え
る
力
に
な
る
か

使
っ
て
く
れ
る
か
不
安
、③
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
、

と
い
っ
た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。遺
贈
寄

付
に
は
遺
言
書
の
作
成
が
必
要
な

た
め
専
門
家
へ
の
相
談
が
推
奨
さ

れ
ま
す
が
、適
切
な
相
談
先
が
わ
か

ら
な
い
こ
と
が
１
つ
の
ハ
ー
ド
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
寄
付
先
団
体

選
び
に
関
す
る
不
安
も
大
き
く
、遺

贈
寄
付
を
躊
躇
す
る
要
因
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、遺
贈
寄
付
に
関
す
る
情
報
提

供
や
相
談
体
制
が
拡
充
さ
れ
て
い

ま
す
。全
国
レ
ガ
シ
ー
ギ
フ
ト
協
会
、

日
本
財
団
、日
本
承
継
寄
付
協
会

な
ど
で
は
、専
門
家
へ
遺
贈
寄
付
の

相
談
が
で
き
る
ほ
か
、寄
付
先
が
決

ま
っ
て
い
な
い
人
へ
の
団
体
の
紹
介

も
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
遺
贈
を
受

け
入
れ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
団

体
も
、専
用
窓
口
の
設
置
や
専
門

家
と
の
連
携
な
ど
、大
手
を
中
心

に
受
け
入
れ
体
制
を
充
実
さ
せ
て

い
ま
す
。ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
で
も
、よ
り

き
め
細
や
か
な
対
応
が
で
き
る
よ

う
体
制
を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
遺
贈
寄
付
の
普
及
は
、社
会
に
お

金
を
循
環
さ
せ
、よ
り
良
い
未
来
を

創
る
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。自
分
の
財
産
を

誰
に
ど
の
よ
う
に
託
し
て
い
く
か
、

こ
れ
を
機
会
に
一
度
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。ロ
シ
ナ
ン
テ
ス

は
、非
営
利
セ
ク
タ
ー
の
一
員
と
し

て
、こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の
方
に

遺
贈
寄
付
に
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

停電中のザンビア事務所の
仕事はどうしているの？

ザンビアのロシナンテス事務所があるビルには、ディーゼルエンジンで動かす発電
機があります。ディーゼルは1リットル180円以上するためとても高価です。
しかし、停電時の電力の代わりとして使うことで何とか凌いでいます。

ザンビアでは、電力不足が深刻化しており、3月から計画停電が実施されています。当初
は1日8時間の停電でしたが、9月になると21時間にのび、1日大半が電気のない生活に
なりました。停電の時間帯も不規則で、昼間に停電することもあれば、夜に行われること
もあります。
この停電の原因は、過去数十年で最悪といわれる干ばつです。ザンビアの発電量の
80％以上が水力発電であるため、雨が降らないと水が不足し、電力供給が追いつかな
くなってしまうのです。

ザンビア事業部　
元インターン（2024年2月～6月まで活動）
佐々木 妙子

停電になったときには自分なりに
「停電生活」を楽しんでいます

駐在員　佐藤 良
読書するのもひと苦労です

ろうそくの明かりは暗すぎて、
二宮金次郎のようには本が
読めないと実感しました。
停電生活になり、ヘッドライトや懐中電灯を
使いながら、本を読んでいます。
また、停電で冷蔵庫が使えず、食料の保存が難しいです。
ツナ缶のメニューがこういう時は増えますね。

フィールド・コーディネーター
グリフィン

いちばん困っているのは「水」

水は電力で汲み上げるので、停電の時には断水も
発生します。電気は夜に供給されることが多く、夜
中に水を汲み、料理をしたり、アイロンをかけた
り、お風呂に入ったりしています。携帯電話の充電
もその時にします。電力の代わりに炭を買ったりも
するので生活費の支出が増えました。
停電生活になって、ライフスタイルが
大きく変わり大変です。

ザンビア事業部の新しい仲間をご紹介します
！

5月よりザンビア事務所で働いている2名のスタッ
フです。

ザ
ン
ビ
ア
事
務
所
の
メ
ン
バ
ー
で

集
合
写
真
を
パ
チ
リ
！

ニュマ

アンドリュー

フィールド・コーディネーターのニュマです。
母子保健のSPAQプロジェクト（スマホアプリ
を用いた産前産後健診事業）を担当していま
す。看護師として働いておりました。子どもが2
人いて、お休みの日は家族と一緒に過ごすの
が好きです。料理することや伝統的なダンスを
踊ることが好きです。好きな食べ物はエビや
カニなどのシーフード。日本の皆さんが、ザン
ビアのためにしてくださっているすべてのこと
に心から感謝しています。

ドライバーのアンドリューです。全員を
安全に送り届けることが、私の仕事です。
ロシナンテスは、ザンビアの母親たちのためにマザー
シェルター事業を行っています。このような意義ある
活動に共感し、入職しました。趣味は読書やキー
ボード演奏などです。好きな食べ物は地元の料理、
シマ（白トウモロコシの粉をねった主食）です。
皆さま、ご支援いただき本当に
ありがとうございます。

ザンビアでの停電生活

大好きな藤井風さんの音楽を聴きながら
キャンドルのあかりとともに、リラックスしています。
　　　　　　また、電気がなくても、味噌汁をキャンドルの火で
　　　　　　作る方法を編み出しました！
　　　　　　なるべくたくさんゆで卵を作っておいて、
　　　　　　停電中お腹がすいたら塩をかけて
　　　　　　美味しくいただいています。

ザンビア事務所の3名に停電生活の様子を聞いてみました。
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《スーダン人のゼ インさんによるスーダン情勢報告会を行いました》

　この度、日頃よりご支援いただいている皆様に感謝の気持ちを直接お
伝えしたく、ご支援者の皆さま限定の活動報告会を開催いたします。
　2024年は、スーダンへの再入国が困難な状況の中、遠隔で緊急支援
活動を実施することができました。一方ザンビアでは、2棟目のマザーシェ
ルター建設や、結核事業の診断体制の強化など、着実に事業を進めるこ
とができました。
　当日は、ザンビア駐在員からの2024年の活動報告に加え、12月にスー
ダンに渡航を予定している理事長川原より、スーダンの現状や今後の展
望についても、たっぷりお話ししたいと思います。
日時 ■ 2025年1月13日（月・祝）16:00開始／17:30終了
対象 ■ ロシナンテスのご支援者様
場所 ■ オンライン(ウェブ会議ツールzoomを使用予定)
申込URL ■ https://www.rocinantes.org/news/event/?no=222 

2025年1月13日(月・祝) 【オンライン】
【ご支援者様限定】
皆さまのご支援でできたこと～2024年を振り返って

　スーダンの首都ハルツームで、2023年4月に軍事衝突が始まりまし
た。発生から約1年後の2024年5月、ドバイで避難生活を送るゼイン
さんが来日。福岡、大坂、東京、北海道の4都市で情勢報告会を開催
しました。ゼインさんにこの1年間の様子をお伺いしました。

軍事衝突が発生、スーダンの人々の優しさ
　ゼインさんの経営する店舗は、ハルツームで勃発した戦闘地域の
ど真ん中にありました。店のスタッフとともに、急いで約10キロ北へ
走って逃げたそうです。避難する道中では、全く知らない人の家に4日
間居候しました。心優しく「どうぞ」と食事も出してくれ、大変良くしてく
れたそうです。

居候先から実家へ向かうことを決意
　ゼインさんの実家は、スーダンの第二の
都市、ワドメダニにあります。ハルツームの南
に位置していますが、ハルツーム市内は危
険で通ることができませんでした。そのた
め、大きく迂回して実家を目指すことになり
ました。2泊野宿しながら徒歩で移動し、やっとの思いでたどり着きま
した。実家に着いた直後ゼインさんは、幼い頃から強いイメージを抱
いていたお父さんが涙を流す姿を初めて見たそうです。

お腹いっぱいなわけがないのに…
　スーダンには、アシーダという食べ物があり
ます。通常スープやお肉などとともに食べるも
のですが、一日に一食、食べられるかどうかの
厳しい生活でこれしか食べるものがありませ
んでした。ある日、お父さんは空腹を我慢してゼインさんに譲ろうと少量
のアシーダを「お腹いっぱい」と言って食べませんでした。厳格なお父さ
んの優しさに触れ胸がいっぱいになったと話してくれました。

小
和
田
恆
さ
ん
を
囲
む
座
談
会
を
行
い
ま
し
た

今
年
度
も「
ア
フ
リ
カ
か
ら
学
ぶ
国
際
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
ス
タ
ー
ト

　

２
０
２
４
年
度
も「
ア
フ
リ
カ
か
ら

学
ぶ
国
際
教
育
プ
ロ
ジェ
ク
ト
」が
、北

九
州
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。昨
年
度
に
続

き
２
年
目
の
実
施
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
プ
ロ
ジェ
ク
ト
は
、ロ
シ
ナ
ン
テ

ス
と
学
校
が
連
携
し
北
九
州
市
の
子

ど
も
た
ち
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を

育
む
た
め
の
学
び
の
場
を
提
供
す
る

も
の
で
す
。

　

北
九
州
市
内
の
小
中
学
校
お
よ
そ

20
校
で
、ア
フ
リ
カ
の
生
活
や
文
化
、

　

元
国
際
司
法
裁
判
所
所
長
で
あ
る
小
和
田
恆
さ
ん

を
お
迎
え
し
て
、「
日
本
と
ア
フ
リ
カ
の
将
来
を
考
え
る

座
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
和
田
恆
さ
ん
は
40
年
近
く
に
わ
た
っ
て
外
交
官
と

し
て
活
躍
さ
れ
、Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ(

ア
フ
リ
カ
開
発
会
議)

の

立
ち
上
げ
に
尽
力
、そ
の
後
国
際
司
法
裁
判
所
所
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。「
経
済
の
発
展
＝
国
の
発
展
で

は
な
い
」「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」な
ど
、現
在
の
国
際
協
力

に
お
け
る
重
要
な
概
念
は
、小
和
田
さ
ん
が
日
本
に
持

ち
込
ん
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ワドメダニでは、家に
入りきらないためテントで生活

アシーダ（ソルガムという
穀物をお湯でねったもの）

昨
年
度
は
小
学
校
９
校
で
実
施
し
ま
し
た

能
登
半
島
地
震
で
珠
洲
市
で
活
動
す
る

医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

【トークテーマ一覧】
●TICAD（アフリカ開発会議）設立の背景
　○新しい開発援助の理念
●経済の発展＝国の発展ではない
　○分断しない世界を作る
●心と心の協力
　○「福田ドクトリン」からTICADへ
●日本の旗が立たない経済協力は意味がない？
　○本当の意味での開発協力とは
●開発にはメリットが必要？
　○日本企業のアフリカ進出を考える
●中国の存在感
　○アフリカ開発や留学 日本との考え方の違い
●東南アジアの国々の協力
　○一方通行でないパートナーシップの形
●アフリカの発言力を高められないのはなぜか
　○模擬国連を通して感じたこと
●アフリカでの医療経験は学びになるのか
　○経験と学びの違いを意識する
●スウェーデンの大使がTICADに注目
　○カンダタ的精神にならないことが大切
●若い皆さまへのメッセージ
　○アポロジアンとユートピアンの間でどう苦悩するか
～アフタートーク～
●グローバルはどうひとつになれるのか
●コロニアリズムの害毒
●戦争をしなくても国民が幸せになるために
　必要なこととは
●日本で何かを変えるためには

　

座
談
会
で
は
、理
事
長
の
川
原
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
を
務
め
、国
際
協
力
に
関
心
を
持
つ
高
校
生
、大

学
生
、大
学
院
生
に
も
ゲ
ス
ト
と
し
て
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
開
発
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
必
要
か
？
」「
中
国

と
日
本
の
ア
フ
リ
カ
進
出
の
違
い
と
は
？
」「
ア
フ
リ
カ

の
発
言
力
を
高
め
る
た
め
に
は
？
」な
ど
の
学
生
か
ら

の
投
げ
か
け
に
対
し
て
、小
和
田
さ
ん
は
非
常
に
示
唆

に
富
む
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。学
生
と
の
対

話
を
ぜ
ひ
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。

◀本編はこちら
（1時間23分）
https://youtu.be/
PEJaNSEdPlc 

◀ダイジェスト版は
こちら（6分）
https://youtu.be/
5w21KDdGA2U 

撮
影
終
了
後
も
話
題
は
尽
き
ず
、

学
生
さ
ん
た
ち
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
を
教
材
と
し
た
出
前

授
業
を
実
施
し
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、子

ど
も
た
ち
の
国
際
理
解
を
深
め
、自
ら

の
夢
や
将
来
を
広
い
視
点
で
考
え
る

き
っ
か
け
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。ま
た

授
業
で
得
た
学
び
を
深
め
る
た
め
、来

年
３
月
に
は
児
童
・
生
徒
ら
が
参
加
す

る
プ
ロ
ジェ
ク
ト
報
告
会
も
開
催
予
定

で
す
。

※

本
プ
ロ
ジェ
ク
ト
は
、北
九
州
市
の
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
か
ら
の
補
助
金

を
受
け
て
実
施
し
ま
す
。

能
登
半
島
で
豪
雨
被
害

珠
洲
市
に
再
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣

　

９
月
下
旬
、震
災
か
ら
の
復
興
途
上

に
あ
っ
た
珠
洲
市
で
豪
雨
に
よ
る
洪
水

が
発
生
し
ま
し
た
。こ
れ
を
受
け
、ロ
シ

ナ
ン
テ
ス
は
、医
療
支
援
活
動
を
行
う

Ｈ
ｕ
Ｍ
Ａ（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
災

害
人
道
医
療
支
援
会
）と
共
同
で
、市

内
の
高
齢
者
介
護
施
設
で
支
援
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は
、今
年
１
月
の
能
登

半
島
地
震
で
も
Ｈ
ｕ
Ｍ
Ａ
に
協
力
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
調
整
や
車
両
調

達
な
ど
の
後
方
支
援
を
担
っ
て
き
ま
し

た
。今
回
支
援
し
た
高
齢
者
介
護
施
設

で
は
、洪
水
被
害
で
職
員
が
不
足
し
て

お
り
運
営
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は
、現
地
で
活
動
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、10
月
に
１
名
の

看
護
師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
の
主
な
活
動
地
域
は

ア
フ
リ
カ
で
す
。し
か
し
日
本
国
内
で

災
害
が
発
生
し
た
際
に
は
、こ
の
よ
う

な
協
力
関
係
を
築
き
な
が
ら
、で
き
る

限
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【ゼインさんプロフィール】ロシナンテスがかつて行って
いたスーダン少年サッカーアカデミーの生徒。2011年東
日本大震災の復興支援の一環で、宮城県名取市閖上へ
スーダン、南スーダンの子ども22名を招聘した際に初め
て来日。これを機に日本に強い関心を持ち、翌年九州国
際大学付属高等学校に3年間留学した。その後ハルツー
ム大学に入学、卒業後はハルツームにてスポーツ店を経
営。しかし、2023年4月に始まった内戦によりお店は破壊
され、現在は国外への避難を余儀なくされている。

2023年12月、RSFがワドメダニにやってきた
　RSFが首都ハルツームを占拠したのち、12月にワドメダニにやって
きました。ここで暮らすことは難しいと考え、ゼインさんは家族の安全
のためにウガンダへ避難することを決めました。その後ゼインさんは
単独ドバイへ居を移し、働きながらウガンダにいる家族に仕送りをし
ているそうです。

　一日も早くこの内戦が終結し、スーダンに平和な日常が戻ってくる
ことを願ってやみません。ロシナンテスは、これからもスーダンの人々
に寄り添い、できることを模索してまいります。ご支援者の皆さまも、引
き続きスーダンの現状にお心をお寄せいただけましたら幸いです。

　2015年に理事長川原が書き下ろした本書には、スーダンで活動を始
めた経緯や「医」を届ける活動のこれまでの道のり、そして活動を通して
出会った人々との交流が描かれています。
スーダンでの軍事衝突発生から1年7か月。ぜひこの機会にお読みいた
だき、今も内戦下で困難に直面しているスーダンの人々に想いを寄せて
いただけたらうれしいです。

『行くぞ！ロシナンテス 
日本発 国際医療NGOの挑戦』
　　　　　　ご購入はこちら▶
https://www.yamakawa.co.jp
/product/15078

今だからこそ読んでほしい

　　　『行くぞ！ロシナンテス』

　2015年に理事長川原が書き下ろした本書には、スーダンで活動を始
めた経緯や「医」を届ける活動のこれまでの道のり、そして活動を通して
出会った人々との交流が描かれています。
スーダンでの軍事衝突発生から1年7か月。ぜ
だき、今も内戦下で困難に直面しているスーダンの人々に想いを寄せて
いただけたらうれしいです。

　皆さまが送ってくださった切手・はが
きの仕分けや、書類の封入作業などを
お手伝いいただけるボランティアさんを
募集しています。作業は簡単で、どなたで
もご参加可能です。
　作業の合間に、ロシナンテスの活動
についてもご紹介できればと思います。
地味な作業が苦にならない方、ぜひご協力をお願いいたします。
日時 ■ 2025年1月25日(土) 15:00開始／17:00終了 
場所 ■ 福岡県北九州市小倉北区古船場町1-35
　　　北九州市立商工貿易会館 701会議室 
定員 ■ 10名程度
申込URL■ https://www.rocinantes.org/news/
information/?no=223

2025年1月25日(土) 【北九州】
事務作業ボランティア

イベント・ボランティア  ぜひご参加ください
お申込フォームの利用が難しい方は、メールもしくはお電話でご連絡ください。

宛先／info@rocinantes.org
件名／活動報告会申込　もしくは　ボランティア申込
メール本文に以下の項目のご記載をお願いいたします。
・参加希望の日付・お名前・メールアドレス・事前に聞きたいことなど

認定NPO法人ロシナンテス
TEL：093-521-6470

（受付：平日10時～17時）

Aメール Bお電話

撮影/内藤順司

参 加 費 無 料
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